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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、がん関連 microRNA 分泌経路の機序の解明を目指している。脳腫瘍患者の臨床検

体を用い、microRNA プロファイルの比較解析によるがん関連 microRNA プロファイルの抽出を試

みた。また、尿中 microRNA あるいは尿中細胞外小胞 microRNA の診断・治療・薬効バイオマーカ

ー候補探索へと展開した。本年度は、がん関連 microRNA プロファイル取得と診断バイオマーカ

ーへの展開を重点的に進めた。 

本研究の基盤技術である、ナノワイヤを用いた細胞外小胞の網羅的捕捉技術は、必要サンプル量

が 1 mL であるため、マウス実験への適用や貴重な臨床検体への適用が可能であることも大きな

特徴である。本年度では、マウスの尿中・血液中の細胞外小胞 microRNA プロファイル取得に注

力した。マウス実験では、脳腫瘍細胞移植・PBS のみ移植・コントロールの 3 検体に対し、脳腫瘍

移植前から移植後の尿取得を行い、継時的採尿の最終日に血液採取を行った。腫瘍中

microRNA は、腫瘍細胞より in vitro で microRNA プロファイルを取得した。また、腫瘍が放出する

細胞外小胞 microRNA は各細胞培養後の培地をデバイスに導入して細胞外小胞を網羅的に捕捉

して、miRNA プロファイルを取得した。臨床検体を用いた実験において、腫瘍が放出する細胞外

小胞 microRNA に相当する microRNA として、脳腫瘍オルガノイドの培地中 microRNA を用いた。

術後すぐの腫瘍細胞を単一細胞レベルまで分取し、それぞれの単一細胞からオルガノイドを生成

した。オルガノイド生成後に、腫瘍細胞が分泌する細胞外小胞 microRNA プロファイルを取得し

た。その後、腫瘍細胞が分泌する細胞外小胞 microRNA プロファイルと尿中 microRNA プロファイ

ルを比較し、診断バイオマーカー候補の探索を行った。 
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